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市
民
病
院
に
つ
い
て

問
　

私
ど
も
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
市
民
の
多
く
は
身
近
で

安
心
で
き
、
高
度
な
医
療
も
受

け
ら
れ
る
病
院
を
望
ん
で
い
る
。

こ
の
点
を
最
後
ま
で
追
求
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

市
民
病
院
問
題
特
別
委
員
会

を
初
め
、
議
員
や
市
民
の
皆
様
、

国
、
県
、
さ
ら
に
は
医
療
関
係

者
の
ご
意
見
等
を
伺
う
中
で
、

望
ま
し
い
方
向
性
を
定
め
た
い
。

幼
稚
園
に
つ
い
て

問
　

新
し
い
「
総
合
計
画
」
で
愛

野
駅
周
辺
は
「
副
次
核
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
幼
児
数

が
増
え
て
い
る
中
、
位

く
ら
い

づ
け
に

ふ
さ
わ
し
い
文
教
施
設
と
し
て
、

幼
稚
園
の
配
置
は
ど
う
か
。

答

愛
野
駅
周
辺
に
新
園
舎
を
建

設
す
べ
き
と
考
え
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳

問
　

ブ
ラ
ジ
ル
人
増
に
伴
い
、
通

訳
常
置
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

答

来
年
度
か
ら
外
国
人
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
が
、
特
に
需
要

の
多
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳

の
設
置
は
必
要
と
考
え
る
。

広
岡
宥
樹
議
員

道
路
整
備

問
　

市
道
湊
中
新
田
線
湊
地
区
の

道
路
改
良
に
お
い
て
、
市
か
ら

複
数
案
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
何
か
。

答

第
１
案
は
、
地
区
幹
線
道
路

と
し
て
集
落
南
側
前
川
沿
い
に

バ
イ
パ
ス
を
整
備
。
第
２
案
は
、

生
活
道
路
と
し
て
現
在
の
道
路

を
６
ｍ
に
拡
幅
し
待
避
所
を
設

け
る
。
第
３
案
は
、
生
活
道
路

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
る
場
所

を
設
け
る
。
以
上
３
案
で
あ
る
。

問
　

生
活
道
路
は
幅
員
６
ｍ
と
の

見
解
だ
が
、
地
域
事
情
を
考
慮

し
、
弾
力
的
な
考
え
方
は
で
き

な
い
か
。

答

４
ｍ
〜
６
ｍ
が
市
道
の
基
準

と
い
う
こ
と
で
、
全
市
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

地
域
づ
く
り

問
　

旧
浅
羽
町
地
域
の
各
自
治
会

で
行
っ
て
い
る
「
地
明
会
」
制

度
の
存
続
と
全
市
適
用
へ
の
見

解
は
。

答

お
互
い
の
地
域
活
動
の
良
い

部
分
を
学
び
あ
い
、
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。
各
自
治
会
の
特
徴
を

生
か
し
た
自
治
活
動
を
引
き
続

き
支
援
し
た
い
。

廣
岡
英
一
議
員

総合計画で副次核に位置づけられた愛野駅周辺

市道湊中新田線を登校する児童（湊地内）


